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佐川町

佐川町新婚生活応援事業

　佐川町では、第５次佐川町総合計画において「出会い・恋愛・結婚の希望を叶える環境づくり」とし
て、出会いから、結婚、妊娠、出産、子育てまでの一連の施策を掲げ支援を行っている。その中で、子育
て支援策については一定の成果を上げることができているものの、子育てをする前の出会いの場の提供
や、結婚を後押しするための体制、仕組みづくりについては取組を行っているものの本格的な実施に至っ
ておらず、課題となっている。

　また、結婚の意思があっても、経済的理由により、結婚を不安視している方に対して、新婚世帯の住宅
取得費用や住居の賃貸料及び引っ越し費用を支援することにより、結婚に伴う経済的不安を少しでも解消
できるように支援し、町内の定住率の向上と出生数の向上を目指す。

日本が人口減少社会に入った中で、佐川町においては昭和60年の16,124人をピークに人口減少が始まり、
平成27年には13,114人となっている。人口減少の主な要因は自然減であるが、人口減少に占める自然減の
影響は年々大きくなっている。65歳以上は一貫して増加しているのに対し、64歳以下はの割合が減少して
いる。また社会増減については一定の傾向を読み取ることは難しいが、若年層の大学等への進学、就職等
に伴う転出超過傾向は続く一方、Ｕターンに伴う転入は減少傾向にあり、特に女性の転出超過は人口減少
に拍車をかけている。
　しかし町内での結婚・出産・子育ての希望をかなえることは、出生率の向上を目指すのみではなく、若
い世代の絶対数の増加も必要であり、自然減の抑制は、社会増減に係る施策の連携で効果をあげることが
必要となる。

第５次佐川町総合計画の未来像として「チームさかわ　まじめにおもしろく」を掲げ「結婚・出産・育
児」の分野で「結婚したい、産みたい、町民一人ひとりの希望を叶え、子どもを地域ぐるみで育てる環境
を整える」ことを方針として
　①「出会い・恋愛・結婚の希望を叶える環境づくり」
　②「安心して子どもを産める環境づくり」
　③「地域ぐるみで子育てできる環境づくり」
　④「子どもが安心して遊べる環境づくり」
　⑤「子育て世代を支えるつながりの強化」
　⑥「働きながら育てられる環境づくり」　　　の６つの施策を掲げている。

本事業については上記施策の①、②に位置づけられる。

佐川町において所得340万円未満の新婚世帯を21件と見込んでいるが、予算の制約により、本補助金の対
象世帯は10件とする。より多くの新婚世帯に対して経済的負担の軽減ができるよう、佐川町ホームページ
への掲載や広報さかわへの掲載、また町民課窓口や健康福祉課窓口でのチラシ配布、公共施設等へのＰＲ
ポスターの掲示に努めることにより、本事業対象者（10件）の80％に対して補助金を支給することを目標
とする。

＜参考指標＞
〈佐川町まち・ひと・しごと創生総合戦略より〉
県外からの移住者数：H27年～H31年度で112名
若い世代の定住率：（H22年～H27年：85%）→H31 に90%
25歳～35歳の未婚率：H27年　52.79%　→H31年度に40%
合計特殊出生率：H27年　1.40 → H32年 1.60
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